
 

ブロック 拠点校 巡回校① 巡回校② 

第１ 調和小 若葉小 国領小 

第２ 石原小 第一小 第二小 

第３ 柏野小 八雲台小 上ノ原小 

第４ 飛田給小 第三小 多摩川小 

第５ 緑ヶ丘小 滝坂小  

第６ 杉森小 染地小  

第７ 深大寺小 北ノ台小  

第８ 布田小 富士見台小  

 

 

ブロック 拠点校 巡回校 

第１ 調和小 若葉小 

第２ 石原小 多摩川小 

第３ 柏野小 第一小 

第４ 飛田給小 第三小 

第５ 緑ヶ丘小 滝坂小 

第６ 杉森小 染地小 

第７ 深大寺小 北ノ台小 

第８ 布田小 富士見台小 

第９ 国領小 第二小 

第 10 上ノ原小 八雲台小 

 

令 和８年８月２４日 

調布市教育委員会指導室 

 

 

調布市立小学校における校内通級教室拠点校の増設について 

 

 

１ 趣旨 

発達障害等のある児童への特別な指導に対するニーズが年々高まっており、本市の校内通級

教室を利用する児童数も大幅に増加しています。このため、現在設置している拠点校８校から２

校増設し、10 校とすることで、よりきめ細かな指導体制を整備するとともに、組織的な運営体

制の充実を図ります。 

 

２ 現状と課題 

現在、調布市立小学校において校内通級教室を利用する児童数は 800 人を超え、増加の一途

をたどっています。また、拠点校１校当たり、平均で 100 人を超える児童を受け入れる状況と

なっており、教員間の情報共有、組織的な指導体制の構築、巡回指導に要する移動時間などが課

題となっています。 

 

３ 変更内容 

現在設置している拠点校８校を、令和９年度から２校増設し、１０校とします。新たに、国領  

小学校、上ノ原小学校を拠点校として設置します。これに伴い、巡回校の配置を見直します。 

 

４ 期待される効果 

拠点校を増設することにより、拠点校１校当たりの担当児童数の平準化、教員配置の適正化、

教員間の連携強化 、巡回指導の効率化、児童一人一人に応じたよりきめ細かな指導等が期待さ

れます。 

 

５ その他 

【現行の校内通級教室の体制】            【新たな校内通級教室の体制】 

 

資料４ 

 

 


